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鶴舞中央図書館２階展示 

古事記あれこれ 
～ビジュアルで見る古事記～（2012 年 12 月 1 日～） 

～古文書で見る古事記～（2013 年 1 月 13 日～） 

場所 鶴舞中央図書館２階 

期間 
2012年 12月 1日（土） 

～2013年 3月 14日（木） 

 

『古事記』は、天武天皇が稗田阿礼
ひ え だ の あ れ

に命じて誦習させた「帝王日継（帝紀）」（帝紀・各天皇の即

位から崩御に至る皇室の記録）と「先代旧辞（本辞）」（神話・伝承・歌謡を内容としたもの）を、

和銅 4年（711）に元明天皇が太安万侶
おおのやすまろ

に撰録することを命じ、和銅 5 年（712）に完成しました。 

古事記という書名は、古の事（辞）を記した書物という意味で名づけられたものですが、撰録の由

来を記した序文には明記されていないので、当初からの命名か後人の命名かは明らかではありませ

ん。古くは「フルコトブミ」と訓む説もありましたが、現在では一般に「コジキ」と音で読み慣わ

されています。文章は漢字で書かれていますが、安万侶は序文の中で「上古の日本語の文章詞句を

漢字で表記することは甚だむずかしい。・・・一句の中に音と訓とを交用し、或いは一事をすべて訓

のみで表記すると共に、慣用化した表記はこれに従うという方法をとった。」と述べ、いわゆる万葉

仮名が交えられています。 

その内容は、上巻は、撰録者の太安万侶の序文と天地開闢から神々の物語の神代、中巻は神倭伊
かみやまとい

波
は

礼毘
れ び

古
この

命
みこと

（神武天皇）から品陀和気命
ほむだわけのみこと

（応神天皇）、下巻は大 雀
おほさざきの

命
みこと

（仁徳天皇）から豊御食炊屋比売
とよみけかしみやひぎの

命
みこと

（推古天皇）の時代の出来事や伝説を叙述した歴史書です。 

数々の神話を収めています。例えば「やまたのおろち」（須佐之男
す さ の お の

命
みこと

）「いなばのしろうさぎ」（大国主
おおくにぬし

神＝大穴牟遅
お ほ な む ぢ

神ほか別称多）「海幸彦山幸彦」（火
ほ

遠理
お り の

命
みこと

と火
ほ

照
でりの

命
みこと

）の名前で御存じの方も多いの

ではないでしょうか。 

『古事記』と同じく『日本書紀』は、天武天皇の命で編纂が始まり、舎人
と ね り

親
しん

王
のう

を中心にまとめら

れ養老４年（720）に完成しました。神代から持統天皇までの出来事を漢文・編年体で記すわが国で

最初に編纂された国史で、中国の史書をモデルにしたと推測されています。『古事記』とは共通す

る素材や内容を持ちながらその描き方の違いも大きく、伝わり方も違っています。『日本書紀』は、

完成当初から歴史書として重視されていました。平安時代には天皇の御前で講義する講莚が催され、

平安時代からの写本も現存しています。一方『古事記』は、奈良・平安の時代には影が薄く、鎌倉

後期 1270 年代蒙古襲来以後、神道書として光が当たり始めました。しかし、この時古事記は入手困

難な書物になっており、とりわけ中巻の写本は諸家にもなく、ただ（摂関家伝領の）鴨院文庫にの

み存在する状況でした。 
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◆『古文書で見る古事記』の展示では、当館特別集書の中から古事記関連のものをご紹介していま

す。 

 

『古事記』の写本        展示は国宝真福寺本『古事記』の複製本（京都印書館 1945）  

 『古事記』は写本でしか残っていません。その諸本は、伊勢系（真福寺本系）と卜部系の 2群に

分かれます。その写本の中で現存最古の 3巻が揃っている国宝『古事記』が、名古屋にあることを

御存知でしょうか。 

現存最古（1371 年～1372 年）写本の『古事記』は、通称「大須観音」正式名称「北野山真福寺宝

生院」に伝わるもので、真福寺本『古事記』と称されています。（大須観音は、鎌倉時代末期に尾張

国中島郡大須に建てられたことに始まり、慶長 17 年（1612）に徳川家康の命により現在地へ移転し

ました。） 

真福寺本『古事記』は、二代住持
じゅうじ

信瑜
し ん ゆ

の命で賢瑜
け ん ゆ

が

書写したものです。初代住持の能
のう

信
しん

・二代目信
しん

瑜
ゆ

は、

仏教や学問を学ぶ拠点として多くの書物を弟子に書

写させ「大須文庫」（真福寺文庫）の基礎を築きまし

た。二代目信瑜は東大寺東南院の聖
しょう

珍
ちん

法
ほっ

親王
しんのう

に仕え

伝授を受け、その信瑜を通して東南院から数多くの

すぐれた書物がもたらされました。また、東大寺東

南院と鷹司
たかつかさ

関白家が代々密接な関わりを持ってい

たことから、神道に関わる貴重な本の多くは、『古事

記』を含めて、鷹司関白家から東大寺東南院を経て、

もたらされました。こうして中巻は、上下巻を写し

た時に真福寺本の祖本に加えられていたことから、

今日 3巻揃った形で見ることができるのです。 

 

『古事記』の書写した年を判明させたのは、尾張

藩士稲葉通邦
いなばみちくに

（1744-1801）でした。 

稲葉通邦は、寛政 9年（1797）9代藩主徳川宗
むね

睦
ちか

に

「大須宝生院蔵本古事記校合」を命じられ、各巻末

の粘
でっ

葉装
ちょうそう

の糊綴じ部分にメモ書きがあることを発見

し、そこには賢瑜の署名と年齢が書かれており、上・

中巻を賢瑜 28 歳の年に下巻を翌年に書写したとわ

かりました。 

「大須文庫」（真福寺文庫） 

国宝 4件、重要文化財 37件のほか、1万 5

千点を超える書籍を所蔵しています。家康

は、文庫の重要性に早くから気が付いてい

ました。移転後は、寺や文庫は尾張藩の保

護下に置かれるようになったと考えられ

ます。寛政～享和年間には文献が模刻刊行

され（大館
おおだて

高門
たかかど

『口遊
くちずさみ

』、植松
うえまつ

有信
ありのぶ

『将門
しょうもん

記
き

』、稲葉通邦『和妙類聚抄
わみょうるいじゅしょう

』など）、蔵

書の重要性が世間に知られるようになり

ました。文政 2年（1819）国学者・塙
はなわ

保己一
ほ き い ち

が来訪し、文庫の蔵書を数多く書写し、

正・続『群書類従
ぐんしょるいじゅう

』の底本に採られまし

た。文政年間には、尾張藩寺社奉行所によ

り点検が行われ、目録作成や貴重書の補修

がされました。明治以降は、国文学や歴史

学の研究資料として重視、利用され、近年

『真福寺
しんぷくじ

善本
ぜんぽん

叢刊
そうかん

』も刊行されました。現

在、古典籍の宝庫である大須文庫の全容を

明らかにするため、名古屋大学文学科と名

古屋市博物館を中心に調査・整理作業が行

われています。 
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通邦は、大須宝生院蔵 1万 5000 点以上の蔵書全てを検査して、奥書に書写年と賢瑜の年齢が書か

れている写本『秘蔵法
ひぞうほう

鑰
やく

』（応安 3年・賢瑜 27 歳と奥書にあり）を見つけ出し、これにより『古事

記』の書写年を上・中巻が応安 4年（1371）、下巻が応安 5年（1372）と確定させました。 

この発見を通邦は、自分で書写した『古事記』の奥書と『類聚
るいじゅ

神祇
じ ん ぎ

本源
ほんげん

』に付属する上申書にだ

け記したため、一般に知れ渡ることなく、真福寺本『古事記』の書写者とその年代は、85年後の明

治 16 年になって発見されることになり、通邦の業績は忘れられてしまいました。 

 現存最古の真福寺本『古事記』は、明治 38 年（1905）に旧国宝に指定され、昭和 26 年（1951）

新国宝に指定されました。昭和 17 年（1942）から東京国立博物館で保管されていましたが、名古屋

市博物館が昭和 52 年（1977）に開館して名古屋に取り戻す運動が出始め、平成 5年（1993）によう

やく名古屋市博物館への寄託館変更が文化庁から承認され、帰還が決まりました。名古屋市博物館

として初めての国宝保管となりました。 

 

『古事記』の刊本 

 『古事記 寛永版本』 3 冊  寛永 21 年（1644）刊 ≪河村文庫≫ 

 寛永 21 年（1644）刊の『古事記』の初めての版本（版木に彫って印刷した本）に、河村秀
ひで

頴
かい

が他

の写本・刊本等と対照して異同などの注を書き入れた本です。 

『( 鼇
ごうとう

頭)古事記』 3 冊 版本 度
わた

会
らい

延
のぶ

佳
よし

校訂 貞享 4年（1687）跋文 ≪河村文庫≫ 

刊行（印刷）された最初の古事記注釈本で、書名の由来は、校異・略注を鼇頭（頭注）としたこ

とによります。作者の度会延佳
わたらいのぶよし

（1615～90）は、別姓出口、豊受
とようけ

大神宮
だいじんぐう

（外宮）の権
ごん

禰
ね

宜
ぎ

・神道学

者で、伊勢神道を再興しました。跋文に「近世刊行之古事記文字謬多」とあり、先に刊行された寛

永版本の誤りを正すべく、真福寺本をはじめとする伊勢系諸本や卜部系諸本を含む数種の諸本によ

って校訂が行われました。 

 

『古事記』研究書 

『古事記伝』 44 冊 本居宣長著 ≪植松本（1～29 刊本・30～44 写本）≫ ≪三輪本≫ 

『古事記伝』は、本居宣長が、35歳頃から 35年をかけて 69 歳の時に書き終えた『古事記』の研

究・注釈書です。本文の校訂・訓読・語釈からなり、その後の研究に多大な影響を与え続け、現在

でもその価値を失っていません。 

宣長の古事記研究は、宝暦13年（1763）賀茂真淵に対面したあたりから本格化し、寛政10年（1798）

に『古事記伝』の浄書が終わりました。その刊行は、寛政 2年（1790）に第 1巻から第 5巻を刊行

し、寛政 9年（1797）刊行の第 17巻までが宣長生存中でした。没後 21年後の文政 5年（1822）に

全 44 冊の刊行が完了しました。名古屋の書肆、永
えい

楽
らく

屋東四郎
や と う し ろ う

から刊行され、十七附録の『三大考』

（門人服部中庸
はっとりなかつね

著）1冊、『古事記伝注釈目録』3冊が加わり、全 48 冊で販売されました。 
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第１巻は、『古事記』と言う本の価値を明らかにし、『日本書紀』等の本との比較、書名、諸本、

研究史、また解読の基礎となる文体論、文字や訓法についてまず書き、宣長の古道（古代世界を貫

く理念のようなもの）についての考え方を述べた「直毘
ナホビノ

霊
ミタマ

」などを載せ、第２巻は序文の解釈と系

図、第３巻から第 44 巻が本文とその訓読、注釈です。 

宣長は『古事記』研究の方法と意義を説き、全部漢字で書かれた本文に読みを付けて、更に背後

にある当時の人の思想や世界観まで読みとろ

うとしました。 

 

『古事記伝』第 1巻に真福寺本『古事記』に

ついて書かれています。 

「其後又、尾張国名児屋なる真福寺といふ寺

【俗(ヨ)に大洲の観音といふ、】に、昔より伝

へ蔵(ア)る本を写せるを見るに、こは余(ホカ)

の本どもとは異(コト)なる、めづらしき事もを

りをりあるを、字の脱(オチ)たる誤れるなどは、

殊にしげくぞある、かゝればなほ今ノ世には、

誤なき古(ヘノ)本は、在(アリ)がたきなりけり、

されど右の本どもも、これかれ得失(ヨキアシ

キ)ことは互(タガヒ)に有(リ)て、見合ハ すれ

ば、益(タスケ)となること多し」 

 

『古事記』の本文は 1行 12 文字、注釈（伝）

は 22 文字で、漢字片仮名の乱れがない几帳面

な字体です。 

宣長はそれまでの訓みを劇的に変えました。

文献実証主義（同時代あるいはそれよりも古い

用例を根拠にすることによって、はじめてその

言葉の正確で客観的な理解が可能になるとい

う考え方）により、万葉集や日本書紀の用例か

ら読みました。例えば本文冒頭「天地初発之時」

をそれまでは「あめつちのはじめてひらくるの

とき」と読まれていましたが、宣長は「あめつ

ちのはじめのとき」と読みました。また、解釈

本居宣長 

江戸時代の国学者の本居宣長（1730-1801）は、

伊勢国松坂の人ですが、地理的な関係もあって名

古屋に多くの門人がいました。宣長の晩年までの

門人 488 人のうち名古屋人が 73 人でした。初期

の門人には万葉集研究の田中道麿（1724-1784）

や天明 4年（1784）入門の尾張藩御用人などを歴

任した横井
よ こ い

千秋
ち あ き

（1738-1801）などがいました。

また、宣長が寛政元年（1789）に横井千秋の誘い

により名古屋へ来た時には、稲葉通邦

（1744-1801）、植松有信（1758-1813）らが入門

し、寛政 4年（1792）には石原正明（1760-1821）

や鈴木
す ず き

朖
あきら

（1764-1837）らが入門しました。 

横井千秋は『古事記伝』が原稿のまま埋もれよ

うとするのを嘆き、刊行を企図し、永楽屋に刊行

を働きかけ（経費も 11巻刊行まで出資）、その

出版に尽力しました。植松有信は『古事記伝』の

版木を彫ったのが縁で入門し、宣長の信頼を得て

版木職人として宣長著作の多くに関わりました。

また、『古事記』校合のため、宣長に真福寺本『古

事記』の写本を提供したのは、稲葉通邦ではない

かと言われています。 

 宣長著作の出版で永楽屋は、莫大な利益を得る

と共に一躍全国的にその名を知られるようにな

りました。明治に至るまで、神棚で宣長を祀って

いたとか・・・。鈴屋遺跡保存会が出来て、佐佐

木信綱の計らいで『古事記伝』版木を同会に寄託

したそうです。 
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についてもそれまで行われてきた儒教や仏教の典籍に基づき解釈する方法を斥けました。儒教や仏

教が渡来する以前の姿をうつした古事記には、儒教や仏教の影響があるはずがないという信念を持

っていました。 

 

『日本書紀』の注釈書 

『書紀集
しょきしっ

解
かい

』  河村秀根 河村益根著 天明 5自序 ≪河村文庫≫ 

『日本書紀』の江戸時代における代表的注釈書が、尾張の国学者河村秀
ひで

根
ね

(1723-1792)とその子益
ます

根
ね

(1756-1819)による『書紀集解』で、最初の本格的出典研究の書と言われています。本文の校訂を

行い書紀の漢文としての性格を尊重し、出典の詮索、特に字句の出典に力が注がれており、実証的

な解釈へと導いた注釈書として不朽の価値を持っています。 

当館所蔵の『書紀集解』の草稿本には、美濃判無罫紙に書かれた第一次草稿「無罫紙本」、罫紙

に書かれ清書される前の第二次草稿「罫紙本」の２種類があり、「罫紙本」は版を起こすための原稿

本と考えられます。草稿本には、おびただしい書き込みや付せんが付いており、書物完成への苦心

と情熱が伝わってきます。また、『書紀集解』の版本（版木に彫って印刷した本）には、大部分の巻

に朱筆が入っているのが見られ、版本の校正用本であったと思われます。秀根の自序は天明 5（1785）

年ですが、完成は文化 3（1806）年頃で、刊行が完了したのは、文政 13（1830）年から天保 7（1836）

年の間と推定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河村文庫 

当館特別集書の「河村文庫」とは、尾張藩士、河村秀
ひで

頴
かい

・秀
ひで

根
ね

・益
ます

根
ね

によって伝えられた蔵書で

す。昭和 20 年 3月 19 日の空襲で惜しくも一部をのぞき焼失しましたが、残された約 4,000 冊の

内容は国学・国史・神道を中心に多岐に富み、現在もなお、古典研究の貴重な研究資料となって

います。 

河村秀
ひで

頴
かい

（1718-1783）は代々の尾張藩士で、町奉行、書物奉行をつとめました。吉見
よ し み

幸和
ゆきかず

（1673-1761

名古屋東照宮神官）に師事し国学・神道に通じ安永 2年（1773）、白壁町にあった自宅の 2万余

の蔵書を「文会
ぶんかい

書庫
し ょ こ

」と名づけ、同好の人びとに公開しました。 

秀頴の弟の秀
ひで

根
ね

（1723-1792）は、尾張七代藩主・徳川宗春の小姓として仕え、兄と同じく幸和に

師事して、古典の研究を進めました。のち、熱田の神官に頼まれた講義を縁として、漢学者の次

男・益
ます

根
ね

（1756-1819）とともに、『六
りっ

国史集
こ く し し っ

解
かい

』の著述をしました。その学問は紀
き

典学
てんがく

と称され、

尾張藩随一の学問の家柄でした。 
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名所図会に描かれた古事記 

『尾張名所図会 巻之三』 岡田啓・野口道直編  ≪名古屋市史編纂資料≫ 

日本武尊 宮簀媛命と一別の時 形見に寳剱を授たまふ 圖 

草薙剣は、須佐之男
す さ の お の

命
みこと

が退治した八岐大蛇から出現した剣ですが、三種の神器として代々の天皇

に伝わり、後に景行天皇の御子の小碓
お う す

命
のみこと

（倭
やまと

建
たけるの

命
みこと

）が東征を命じられ、伊勢の大御新宮に参り、

姨
おば

の倭比賣
やまとひめ

から「慎みて、な怠りそ」の言葉と共に授けられました。倭
やまと

建
たけるの

命
みこと

は尾張国に至り、

美夜受比賣
み や ず ひ め

と還りに結婚しようと定めて東方へ向かいます。東征から帰還された際に約束通り結婚

しましたが、美夜受比賣のもとに草薙剣を置いたまま伊吹山の神を倒しに行き、体を病み、三重の

能煩
の ぼ

野
の

に至ったときに亡くなりました。倭建命の魂は白鳥となって天高く翔けて行きました。 

のちに美夜受比賣は、熱田の地に神剣を奉斎し、これが熱田神宮の創祀となりました。 

 

ビジュアルで見る古事記 

『古事記』が日本人に広く読まれるようになったのは、江戸時代に入ってからのことでした。寛

永版『古事記』（寛永 21年 1644）、本居宣長の『古事記伝』（文政 5年 1822）などが出版され、古代

の神話や説話が文字で普及していくと同時に、それを庶民にわかりやすく図像化もされていくよう

になりました。 

幕末から明治の時代に古事記の神話世界を題材とした浮世絵版画が多く描かれました。その中で

歴史画のお手本として重宝されたのが、菊池
き く ち

容
よう

斎
さい

の『前賢
ぜんけん

故實
こ じ つ

』（明治元年 1868）でした。神武天皇

の時代から後亀山朝にいたる臣下など 571 名の図像と略伝を載せ、上代では日本武
やまとたけるの

尊
みこと

、弟 橘 媛
おとたちばなひめ

な

どが描かれています。図像を描くにあたり神社仏閣や旧家の絵画資料を徹底的に洗い出して製作さ

れました。『古事記』『日本書紀』始め列挙される引用書目は 264 にもなり、これほど大量の歴史上

の人物の図像化は例のないものです。最後の浮世絵師とよばれた月岡
つきおか

芳
よし

年
とし

の≪日本略史之内 素戔嗚
すさのおの

尊
みこと

…≫など明治中期の多くの画家が、歴史画を描く際の基礎的資料として影響を受けました。 

明治中期、国学者の黒川真頼
くろかわまより

の「本邦風俗説」（明治 43 年刊『黒川真頼全集 4』日本風俗説として

所収）は、主に出土した埴輪や文献の描写を基に、太古から中古の時代の髪型、服装、装飾品など

がどうだったのかを詳しく考察したもので、豊富な図入りで美術専門誌『國華』に掲載されました。

発表された明治中期以降、画家たちが神々を描く時のよりどころとなり、神々の姿がパターン化さ

れました。美
み

豆
づ

良
ら

と呼ばれる髪の結い方など今日見慣れた神の絵姿はここから来ており、多大な影

響を残しました。 

明治時代には、古事記の神話を含んだ外国語訳絵本も刊行されました。日本昔話の外国語訳本の

シリーズ『ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＦＡＩＲＹ ＴＡＬＥ ＳＥＲＩＥＳ』の中に「八頭の大蛇 ＴＨ

Ｅ ＳＥＲＰＥＮＴ ＷＩＴＨ ＥＩＧＨＴ ＨＥＡＤＳ」「因幡の白兎 ＴＨＥ ＨＡＲＥ ＯＦ 
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ＩＮＡＢＡ」「海幸彦山幸彦 ＴＨＥ ＰＲＩＮＣＥＳ ＦＩＲＥ-ＦＲＡＳＨ ＡＮＤ ＦＩＲＥ-

ＦＡＤＥ」が入っています。日本画家による挿絵と外国人の英訳で、和紙に木版で摺り上げた和洋

折衷の彩色絵本です。その対訳本『対訳日本昔噺集 第 2巻』（2009 彩流社）が発行されており、

当時の原本の雰囲気が伝わります。 

明治末から大正にかけて青木繁が描いた『古事記』を題材にした一連の油彩画≪わだつみのいろ

この宮、大穴牟
おおあなむ

知命
ちのみこと

、日本武尊
やまとたけるのみこと

など≫は純粋なイメージで描かれた作品として高く評価されてい

ます。昭和になって堂本
どうもと

印象
いんしょう

の美しい≪木華開耶媛
このはなさくやひめ

≫、安田靫彦
やすだゆきひこ

の気品のある作品≪酒
さか

折宮
おりのみや

、居醒
いさめの

泉
いずみ

、草薙
くさなぎ

の剣
つるぎ

≫などが描かれました。 

平成では、安彦
やすひこ

良和
よしかず

による大國主をモデルにした長編歴史漫画『ナムジ』神武東征をモチーフにし

た『神武』、こうの史代
ふ み よ

のボールペンだけを使って漫画化した『ぼおるぺん古事記』1天の巻・2地

の巻などが出版されています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆『ビジュアルで見る古事記』の展示では、所蔵している上記の本以外に、古事記に関する展示図

録類、出雲や奈良の古事記ゆかりの地への旅のパンフレット・リーフレットなども展示しています。 

 

 

 

美
み

豆
づ

良
ら

 

太古の結髪法   

太古に、男子の髪は左右に中分けしてこれ

を梳り、左右の耳の邊にてこれを結束す、

これを美豆良といふ、美豆良は元美々豆良

なるを約言して美豆良といふ、耳の邊にて

結束するが故なり、古事記上巻伊邪那岐命

の伊邪那美命を追ひて夜見國に到りませる

條に、故刺左之御美
ミ ミ

豆
ツ

良
ラ

湯
ユ

津々間
ツ ツ マ

櫛
クシ

○以上

文 とあるをもって、男子は髪を左右に分

けて結束せしこと瞭然たり、・・・ 

 

説明文：『黒川真頼全集 4』日本風俗説より 

美豆良イラスト：ＳＴ 

https://www.library.city.nagoya.jp/licsxp-opac/WOpacTifTilListToTifTilDetailAction.do
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引用・参考資料： 

『尾張名古屋の古代学』名古屋市博物館 1995 

『古事記の歩んできた道』奈良国立博物館 2012 

『大須観音 いま開かれる、奇跡の文庫』大須観音宝生院 2012 

『かのんちゃんとまめおにくんと行く大須観音の宝物ガイド』大須観音宝生院 2012 

『古事記 編纂 1300 年記念』（別冊太陽）平凡社 2012 

『芸術新潮』63巻 6 号 新潮社 2012 

『大出雲展』島根県立古代出雲歴史博物館 2012 

『ゼロから知る「古事記」』学研パブリッシング 2012 

『古事記』（岩波文庫）倉野憲司校注 岩波書店 2007 

『熱田神宮の伝説と名所』熱田神宮宮庁 2012 

『なら記紀・万葉名所図会-古事記編-』奈良県 2012 

『古事記ゆかり地マップ』奈良県 2012 

引用・参考ホームページ： 

『名古屋市図書館』https://www.library.city.nagoya.jp/collection/tokubetu.html 

『本居宣長記念館』http://www.norinagakinenkan.com/ 

 

平安時代の出雲大社は 48ｍの高さがありました！ 

日本の歴史学者の多数が、出雲神話は完全にフィクションだと思っていたそうですが、1984 年

～1985 年「荒神
こうじん

谷
だに

遺跡
い せ き

」（銅剣 358 本、銅鐸 6個、銅矛 16本を発掘）、1996 年「加茂
か も

岩倉
いわくら

遺跡
い せ き

」

（銅鐸 39個を発掘）が発見され出雲に一大文化圏があったことが証明されました。また、2000

年には出雲大社境内から、出雲大社宮司千家に伝わる「金輪
か な わ

御
ご

造
ぞう

営差図
えいさしず

」（出雲大社本殿の平面

図）の通り、巨木 3本を 1組とした直径 3ｍの柱（宇
う

豆柱
ずばしら

）が発掘されました。これらの遺跡発

掘により出雲に王国があった可能性が強くなりました。天禄元年（970）平安時代の文人、 源
みなもと

為
ため

憲
のり

が編集した『口遊
くちずさみ

』（基本的知識を口ずさんで覚える貴族の子弟のための教科書）に当時の巨

大建築の順として「雲
うん

太
た

、和二
わ に

、京三
きょうさん

」（雲太は出雲大社、和二は東大寺大仏殿、京三は大極殿

のこと）と書かれています。東大寺大仏殿は創建時およそ 46ｍの高さがあったそうなので、平安

時代の出雲大社が巨大であったことは間違いないようです。 
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